
令和６年度 東野小学校 研究構想図

児童の実態

ユニバーサルデザイン７の手立て

研究仮説

１ 児童の学習意欲が高まるような導入の工夫を
し、東野ステージを軸にした授業展開を行うと
ともに、児童自らが興味・関心及び課題に応じ
て学習したいことを決めて取り組むことで主体
的な学びが促進され、学習内容も身につけるこ
とができるであろう。

２ ユニバーサルデザイン７の手立てを取り入れ、
工夫した自力解決・練り合いの授業を行えば、
思考力・判断力・表現力が高まるであろう。

研究テーマ

主体的に学びに向かう子供の育成

～思考力・判断力・表現力を高める授業づくり～

学校教育目標

自分を大切に まわりを大切にできる
ほかほかがあふれる 東野小にしよう

目指す子供像

自他を大切にする子 自ら考え表現する子
粘り強い子 ふるさとを大事にする子

検証の指標

達成目標

１－１ 児童の情意面アンケートの肯定的
評価の割合。

１－２ 算数科の単元末テストの達成率。

２－１ 算数科「思考・判断・表現」の達成
率。

１－１ 「算数科の授業の内容はよく分かる」，
「自分から進んで学習に取り組もうとして
いる」と言える児童の割合を９０％以上に
する。

１－２ 算数科の単元末テストの達成率を学校
平均で８５％以上にする。

２－１ 算数科の「思考・判断・表現」の単元末・
学期末テストの正答率を学校平均で
８０％以上にする。

目指す教師像
・使命と情熱を持ち児童理解を基盤にする教職員
・児童の成長を喜び共に伸びようとする教職員
・他の職員と協働し業務遂行する教職員
・高い志を持ち自己研鑽し続ける教職員

エクストラ問題【日常生活に関する課題に挑戦】

R５年度標準学力調査得点比（全国平均：１００）

算 数 科

本時のねらいに沿った問
題提示（教科書）

「起」の適用問題

「活用する力」
を試す問題

振り返り

起

承

転

結

東野ステージ（１時間の授業の流れ）

①問題をさぐる。
②気付きを出し合う。
③課題を設定する。
④解法の見通しを立てる。
⑤協働で解決する。
（グループ）

⑥適用問題を知る。
⑦自力で解決する。
⑧確かめをする。（グループ）
⑨まとめをする。

⑩学習課題を選択，決
定する。または，活用
問題を知る。

⑪問題を解く。
⑫確かめをする。

⑬本時のねらいに即した振り返りを書く。
・分かったこと
・友だちと話し合って良かったこと
・生活の中で使ってみたいこと

算数科

①問題提示１０のしかけ
②構造的な板書

【計画・実際】
③ノート指導
④自分の考えを書かせる
⑤授業の流れをパターン化
⑥個に応じた支援
⑦家庭学習

学習を自己決定し
て課題に取り組む
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